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町からのお知らせ

  
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
の
受
付

を
開
始
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
10
月
１
日
（
月
）
か
ら

パ
ス
ポ
ー
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請

書
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
申
請
書
は
、
旅
券
申
請
窓

口
へ
申
請
書
を
取
り
に
行
か
な
く
て

も
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ

け
で
申
請
書
の
作
成
が
可
能
で
す
。　

 

※
従
来
の
旅
券
申
請
窓
口
（
基
山
町　

 

　

役
場
住
民
課
）に
あ
る
申
請
書
で 

　

の
申
請
も
可
能
で
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
の
申
請
方
法

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ｗ
ｅ
ｂ

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
て

自
宅
等
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、

所
持
人
自
署
等
を
手
書
き
し
た
も
の

を
旅
券
申
請
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

住
民
課　

住
民
係

☎
９
２

－

７
９
３
２

  「
ま
ち
づ
く
り
提
言
」
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
29
年
12
月
か
ら
、
久
留
米
大

学
経
済
学
部
伊
佐
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん

た
ち
は
、
町
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
約
１

年
か
け
て
実
施
さ
れ
、
こ
の
度
、
町

に
対
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
提
言
」
の

発
表
会
を
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

発
表
会
は
、
一
般
公
開
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
上
、
参

加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

　

11
月
23
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

▽
場
所　

　

基
山
町
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課　

協
働
推
進
係

☎
９
２

－

７
９
３
５

平成30 年度
家庭用合併処理浄化槽・雨水貯留タンクの
設置補助について

  家庭用合併処理浄化槽設置補助  

　合併処理浄化槽は、トイレ、台所、浴槽などから流
れる生活排水の汚れを浄化して放流するため、河川の
水質改善に極めて有効な施設です。

▽対象
①家庭用の合併処理浄化槽（５人～ 10 人槽）を設置

される方
②補助金交付決定後に着工し、平成 31 年３月８日
　までに設置完了される方
③国庫補助指針及び町が定めた要綱基準に沿って設置

される方
④公共下水道事業認可区域以外の方（公共下水道事業

認可区域とは、数年のうちに下水道が整備される区
域のことで、建設課で確認できます。）

▽補助額　下表のとおり

▽申込み・問合せ先　建設課  ☎９２－７９６３

  雨水貯留タンク設置補助  

　雨水貯留タンクは、建物の屋根に降った雨水を一時
的に貯留し、河川や水路などへの流出を抑制するとと
もに、庭木等への散水用水として活用する施設です。

▽対象
①貯留容量が 100 リットル以上の雨水貯留タンクを

町内に設置される方
②補助金交付決定後に雨水貯留タンクを購入し、平成

31 年３月８日までに設置完了される方
③町が定めた要綱基準に沿って設置される方

▽補助額
　 雨水貯留タンク購入費の２分の１以内 （上限３万円）

▽申込み方法
・申請書を建設課に提出してください。
・申請書は建設課で配布しているほか、基山町ホーム

ページからダウンロードできます。
・申請には印鑑が必要ですので、持参してください。
※先着順。申請が予算額に達した時点で終了します。

人槽区分 補助限度額（円）
５人槽 332,000
６人槽

414,000
７人槽
８人槽

548,000９人槽
10 人槽

単独処理浄化槽撤去費用 90,000
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

基
山
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意

と
識
見
を
有
す
る
方
で
、
園
部
地
区

を
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
主
な
役
割

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
等
の
現
場
活
動

・
委
員
会
へ
の
出
席
や
指
針
等
の
作

成
に
意
見
す
る
等

▽
募
集
人
数　

１
人

▽
任
期

　

　

12
月
４
日
～
平
成
32
年
７
月
19
日 

　
（
前
推
進
委
員
の
残
任
期
間
）

▽
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
原
則
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
の
職
員
で
な
い
方

・
基
山
町
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定 

す
る
暴
力
団
等
で
は
な
い
方

・
満
20
歳
以
上
の
方

・
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

①
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て 

　

復
権
を
得
な
い
方

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ 

　

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の 

　

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る 

　

ま
で
の
方

▽
報
酬
（
年
額
）
　25
万
８
千
円

※
活
動
実
績
等
に
よ
り
予
算
の
範
囲 

　

内
で
町
長
が
定
め
る
金
額
を
加
算 

　

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法

推
薦
・
応
募
届
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
基
山
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）
に
提 

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。
推

薦
・
応
募
届
出
書
は
、
同
事
務
局

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
基
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
応
募
締
切
日　

　

11
月
14
日
（
水
）
消
印
有
効

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
期
間
中
及
び
期
間
終
了
後
、

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
町
庁

舎
掲
示
板
で
応
募
状
況
を
公
表
し

ま
す
。

※
問
合
せ
先

〒
８
４
１

－

０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６

基
山
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
９
２

－

７
９
４
５

まちの企業紹介

基山で頑張る企業エントリー No.９ 

～次なる 100 年を目指す缶製造メーカー～

宮本産業株式会社

地元企業や事業所の優れた技術や製品などを町民の方々に紹介するコーナーです。掲載を希
望される企業及び事業所は下記までお問い合せください。
※問合せ先　基山町地域雇用創造協議会　☎９２－７９４５　　 brand@town.kiyama.lg.jp

▼社員へインタビュー「会社のいいところを教えてください」

九州工場では毎年社員旅行に行ったり、食事会を
行ったりと従業員同士のコミュニケーションを大切
にしています。工場は、平成 17 年 10 月に建替えを
行っており綺麗な工場です。また 3 号線沿いに位置
し、けやき台駅からも徒歩数分の所にある為アクセ
スが抜群です。様々な時間帯で、様々な世代の方が
在籍しており、働きやすい職場です。

　　本産業株式会社は、大正 8 年 4 月に広島市でキャップメーカーとし
て創業、幾多の変遷を経て、現在はキャップ、一般缶の製造・販売をメ
インに行っている会社です。九州工場は昭和 39 年に新設され、美術缶（美
しい印刷を施した缶）を製造し、贈答用の海苔、菓子類の缶容器、貯
金缶などを主力の商品としています。
　また、海苔の一大生産地である有明海の周辺域に位置する九州工場
では、その強みを活かし缶容器の製造のみならず、海苔の裁断から充填、
さらには最終完成品までを一貫して行うパッキング事業も展開していま
す。来年 4 月には創業 100 年を迎え、次の世代にバトンを繋いでいく
為に、従業員一丸となって社業に励んでいます。

宮

企業名　宮本産業株式会社 
所　在　広島市南区皆実町 6 丁目 13 番 12 号 
　　　　（九州工場：基山町小倉 1662）
代　表　代表取締役　宮本 滋
創　業　1919 年４月（大正８年）
従業員　60 名


